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令和５年６月定例教育委員会会議録 

 

１ 日  時  令和５年６月２９日（木） 午後３時４５分 

 

２ 場  所  氷見市役所 教育委員会室 

 

３ 出 席 者  鎌仲徹也教育長、湖東政俊職務代理者、北鹿渡文照委員、關野洋香委員 

        （圓山留美委員欠席） 

 

４ 職務のため出席した事務局員 

泉澤教育次長、濵井参事、萩原学校教育課長、布尾文化振興課長、西島スポーツ振興

課長、山口教育総合センター所長、坂下学校給食センター所長、清水図書館長、小谷博

物館長、砂山学校教育課長補佐、田邊スポーツ振興課長補佐 

５ 協議事項 

【付議案件】 

（１）案件第１号 令和６年度国・県要望について（学校教育課） 

（２）案件第２号 氷見市社会教育委員の委嘱について（文化振興課） 

（３）案件第３号 氷見市公民館運営審議会の委員の委嘱について（文化振興課） 

（４）案件第４号 氷見市立図書館協議会委員補欠の任命について（図書館） 

 

【報告案件】 

（１）報告第１号 令和６年度使用義務教育諸学校用教科用図書の採択について（学校教育課） 

（２）報告第２号 夏季休業中における教職員研修及び若手教員研修等について（教育総合センター） 

 

６ 会議内容 

（１） 教育長の挨拶 

（２）教育長の報告 

令和５年５月２６日（金）から６月２９日（木）までの教育委員会所管事項を、鎌仲教育長が報告した。 

６月市議会定例会の質問については担当課長が説明した。 

 

[質疑応答] 

・６月市議会定例会について 

委 員 

 

事 務 局 

 

委 員 

ふれあいスポーツセンターは建ってから何年経つか。 

 

１９９９年竣工で２４年目となる。 

 

修理は必要であると思うが、経過年数を考えると若干早いのではないか。この年数



2 
 

 

 

 

事 務 局 
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委 員 
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事 務 局 

 

委 員 

 

 

 

委 員 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

委 員 

 

事 務 局 

 

委 員 

で大規模修繕が必要ということは、設計段階で何かあったと考えられるのか、それと

も経年劣化だけが原因なのか。 

 

雨漏りしている箇所の水が下に落ちなくなっており、腐食が進んでいる。設計の段

階で、それが見込めたかといわれると難しいと考える。大規模な修繕は今まで行わ

れていなかったが、長寿命化計画に組み込んで進めていきたい。 

 

サブアリーナの雨漏りに関しては、コロナ禍を経て資材費や人件費が上昇している

ものの、改修しない限りはフルで使用ができないため、着実に工事を進めていただ

きたい。 

 

議会での複式学級の解消について質問については、市として人的配置の努力を求

める主旨であり、学校そのもののあり方について問うているものではない。しかし、今

後、複式学級を導入している学校の統廃合について問われる可能性がある。教育

委員会としては、地元の強い要望がない限りは主体的に動く考えはない。現在ある

学校の魅力は無くすべきではないし、全国的に適正規模の学校という考え方に異

議を唱える声も上がり始めているため、本市としては現状を生かしながら、教育の質

の向上に取り組んでいきたい。 

 

学校訪問で、他校とオンラインを使った授業を見学し大変感動した。一方で、現在

の複式学級２クラスを含む４クラス編成と、数年前の訪問時の６クラス編成を比較す

ると、生徒数に若干の減少が見られるものの、教員数の減少が大きい気がする。当

然、基準に応じた配置となっていると思うが、何か手立てはないのか。今日のような

授業を行う場合も、現状の人数では準備等がたいへんだと感じた。 

 

６クラスであれば教員は７人だが、当時は特別支援学級もあったため９人配置されて

いた。４クラスとなった現在は教員４人ということで、半分以下となった。加配もされて

はいたが、クラス数の減少が大きな原因となっている。 

 

少人数の学校の加配を考える時期がきていると思う。 

 

教員数が少なくても、研修や学校の行事をやらないわけにはいかない。また、小規

模校の子どもたちの活躍を新聞紙面で見かけることも多く、先生たちの努力はたい

へんなものだと思うが、負担も大きいと考える。 

 

こどもの居場所づくりに関する答弁中の、「DD スマイル塾」とは具体的にどのような

支援を行っているのか。 

 

社会福祉協議会で子どもの学習支援等を行っている。金曜日は食事も提供し、遅

い時間まで対応してくれている。その場に行くことで、少しずつ自信をつけ学校に行

けるようになった子どももいる。基本的には夜間の対応となる。小学生から高校生ま

でを対象としている。 

 

場所はどこか。 

 

いきいき元気館の２階にある。 

 

複式学級の解消に関する質問があったが、大人数のクラスは、生徒一人ひとりの学
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事 務 局 

 

習の遅れを把握することが難しいと思うので、逆に少人数クラスがうらやましいとの

声も聞く。 

 

人数が極端に多いというのも大きな問題であると考えている。市で配置している学習

サポーターは複式学級だけでなく、多人数学級にも対応できるようにしている。 

（３） 協議内容 

案件第１号は萩原学校教育課長が説明し可決された。案件第２号、案件第３号は布尾文化振

興課長が説明し可決された。案件４号は清水図書館長が説明し可決された。報告案件について

報告第１号は濵井参事が、報告第２号は山口教育総合センター所長が説明・報告した。 

 

（４） ７月の行事予定を各所属長等が説明した。 

 

（５） ８月の定例教育委員会議の開催を８月３１日（木）午後３時に決定した。 

 

(6)  閉  会  午後４時５０分 

 

 

 

教育長 

 

教育長職務代理者 

 

教育委員 

 

教育委員 

 

 


